
地域との協働による高等学校教育改革
推進事業（地域魅力化型）研究成果

愛媛県立三崎高等学校



（テーマ設定の理由）

・地域の担い手不足

・地域の良さや魅力を認識できていない

→地域課題の解決×探究活動による高校生の成長

＝地域の活性化と高校魅力化のシナジー

（目標）

「ブーメラン人材」の育成

・生きる力（時代に求められる新しい力）の育成

・地域への愛着と誇りの醸成

→10年後、20年後に地域で活躍できる人材を育む

限界集落から持続可能な地域へ

１ 「みさこう・せんたんプロジェクト」テーマ設定の理由と目標



調整力

地域との協働による高等学校教育改革推進事業 愛媛県立三崎高等学校

地域課題
◆ 進学や就職を機に都市部へ転出する生徒が多く、地域の担い手の不足

◆ 地元で就職できる業種に魅力を感じられない

◆ 地元の子ども達が地域の良さや魅力を認識できない

求める人物像
◆ 「 ブーメラン人材 」(将来、地域リーダーになる人材)を育成すること

◆ これからの社会で必要とされる多様な力（＝生きる力）を育成すること

◆ 地域に愛着を持ち、ふるさと三崎に誇りを持った社会人を育成すること

みさこう・せんたんプロジェクト
～佐田岬半島・地域デザイン人材の育成～

集落課題解決プログラム 県外フィールドワーク

地域資源活用プログラム 地域おこし講演会

特産品の開発 情報発信

MIGACT

愛媛県教育委員会
高校教育課

公営塾未咲輝塾
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NPO法人
佐田岬ツーリズム協会

佐田岬みつけ隊

表現力 判断力 実践力 コミュニケーション力

10年後、ブーメラン人材が町に戻り地域のリーダーとなり、新しいプロジェクトが始まる。

限界集落から、持続可能な地域へ！

NPO法人
二名津わが家亭

１年次「地域理解」

◆ 地域見学

◆ 地域拠点での交流

◆ 異年齢者との交流

◆ インターンシップ

３年次「ブーメラン

人材として」

◆ 活動報告書

◆ 研究成果発表会

◆ 地域への還元

２年次「地域課題の

発見・解決」

◆ 課題別研究

◆ 県外視察研修

◆ せんたんミーティング

一般社団法人
E.Cオーシャンズ

愛媛大学

専修大学

NPO法人
さだみさき夢希塾

伊方町役場



イベント 商品 情報発信

カフェ 防災 商品開発 ツアー アート ＰＲ

・みさこうカフェの運営

など

・防災訓練の実施

・防災意識啓発ゲームの

開発

など

・地域の特産品を生か

した新商品の開発及

び販売

・具体的な商品の開発

など

・佐田岬半島の魅力を伝

えるためのツアープラ

ンの作成

・ガイドブックの作成

など

・アートによる地域資

源活用

・防潮堤の壁画作成

など

・広報用Facebookの

運営

・みさこう体操115の

普及

など

せんたん部
（とりまとめ役及び学校代表として活動）

「総合的な探究の時間」における探究活動の実施

（３つのテーマを設定し、６つの班に分かれて活動）

２ 主な取組について





（１）生徒の進路について

（進学）

・令和元年度 国公立大学合格者５名（せんたん部経験者３名）

・令和２年度 国公立大学合格者３名（せんたん部経験者２名）

・地域協働活動に積極的に取り組んだ生徒が総合型選抜（旧AO入試）、

学校推薦型選抜（旧推薦入試）を活用して進路実現を達成している

→将来の地元地域へのＵターン希望者増加を期待

（就職）

・平成27年度～平成30年度 地元地域就職率の平均 33％

・令和元年度 地元地域就職者６名 （６／８） 75％

・令和２年度 地元地域就職者２名 （２／５） 40％

・令和３年度 地元地域就職者２名 （２／６） 33％

３年間の地元地域就職率の平均が49％に上昇

３ 成果と今後の課題

※地元地域・・・ここでは、三崎高校がある愛媛県南部の地域を指す。



（２）カリキュラム開発に係る成果・課題
（成果）
・学校や生徒の特長に合わせたカリキュラムの編成
→個別最適化した探究活動の実施

・生徒・教職員の負担の軽減
→学校設定科目で実施することにより、

放課後・休日の時間の負担の軽減

（課題）
・カリキュラム編成による負担の増加
→学校設定科目や教科横断的な取組など、

新規取組の開発時の負担（２年目以降は調整の負担のみ）
・３年間実施してからの成果確認
→内容を変更せざるを得ない部分もあったため、

今後の検証が必要



（３）コンソーシアム等に係る成果・課題

（成果）

・地域に関わっている団体、人材間の結び付きの強化

→探究活動の土壌の醸成

・新しい取組や人材の紹介

→探究活動の多面化・深化

（課題）

・会の日程調整

→オンライン等の活用

・提案の取捨選択、調整

→コンソーシアム人材とともに年間計画を作成



（４）本事業を通しての成果・課題

（成果）

・町内・町外出身の区別なく、それぞれの生徒が地域課題を自分

ごととして、自らの研究に主体的に取り組んだ

・積極的に外部人材と連携して活動することで、コミュニケー

ション能力や企画力の伸長等が見られた

・学校や地域に対する愛着が深まった

（課題）

・多様な生徒に対応できる個別最適化された学習活動の

さらなる推進

・卒業生も含めた学校支援体制の構築




